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山梨県初 女子投てき3 種目制覇身延高校 陸上競技部
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広報みのぶ　11月号　No.254 2

- ＰＲＯＦＩＬＥ -
◆ 身延町角打 /身延高校 陸上競技部所属
◆ 種目：砲丸投・ハンマー投・円盤投
◆ 座右の銘：切磋琢磨
◆ 好きな食べ物：両親が作る餃子と牛スジ煮込み
◆   経歴 : 砲丸投・ハンマー投・円盤投の３種目に取り組む
身延高校陸上競技部の３年生。５月に開催された山梨県
高校総体では３種目を制し、女子史上初の３冠を達成した。
また、山梨県選手権でも３種目を制覇し、フィールド最優
秀選手に贈られる飯室杯を獲得。砲丸投で初出場したイ
ンターハイでも決勝に進出する奮闘を見せた。

望
月
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来
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「
モ
チ
ベ
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い
ご
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友
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存
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す
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身延高校陸上競技部
顧問　小林浩昭

投
て
き
３
種
目
に
取
り
組
み
、

高
校
総
体
と
山
梨
県
選
手
権

で
は
３
冠
を
獲
得
し
た
身
延
高
校
３

年
の
望
月
美み

く来
選
手
。
高
校
か
ら
本

格
的
に
陸
上
競
技
を
始
め
、
今
年
は

念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
驚
異
的
な
記
録
を
残
し
て

き
た
望
月
さ
ん
に
競
技
へ
の
取
り
組

み
や
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
中
学
校
時
代
ま
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
陸

上
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

は
い
。
身
延
中
学
校
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
に
進
学
す
る
と
き
に
中
学
校

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生

に
陸
上
競
技
部
を
す
す
め
ら
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―
砲
丸
投
・
ハ
ン
マ
ー
投
・
円

盤
投
は
投
げ
方
や
重
さ
も
違
う
と
思

い
ま
す
。
好
き
な
種
目
と
得
意
な
種

目
は
？

好
き
な
の
は
1
番
距
離
が
出
る
ハ

ン
マ
ー
投
で
す
ね
（
笑
）。
得
意
な

の
は
砲
丸
投
で
す
！

３
種
目
に
取
り
組
む
苦
労
や
難
し
さ

は
あ
り
ま
す
か
？

投
げ
方
が
全
部
違
う
の
で
、
ひ
と

つ
ず
つ
フ
ォ
ー
ム
を
直
し
た
り
探
し

た
り
し
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。

練
習
は
3
種
目
交
代
で
同
じ
ぐ
ら

い
の
時
間
を
使
っ
て
い
ま
す
。

―
―
高
校
総
体
で
の
史
上
初
の
３

種
目
制
覇
は
快
挙
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も

出
場
し
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
の

感
想
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

総
体
の
３
種
目
制
覇
は
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
（
笑
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
予
選
で
ベ
ス
ト

の
投
げ
は
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
決

勝
に
は
進
む
こ
と
は
で
き
た
ん
で
す

が
、
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
で
き
な

か
っ
た
の
は
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
広
島
県
で
行
わ

れ
た
ん
で
す
け
ど
、
お
好
み
焼
き
を

食
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
（
笑
）

―
―
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
何
を
意
識

し
て
行
っ
て
い
ま
す
か
？
重
点
的
に

行
っ
て
い
る
練
習
は
あ
り
ま
す
か
？

鍛
え
る
と
こ
ろ
の
筋
肉
を
意
識
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
ま
す
。

下
半
身
の
筋
肉
が
一
番
重
要
で
、

し
っ
か
り
投
げ
る
に
は
土
台
が
大
事

な
の
で
特
に
意
識
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
い
ま
す
。

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
好
き

で
す
ね
。
今
の
と
こ
ろ
ベ
ス
ト
記
録

は
フ
ル
ス
ク
ワ
ッ
ト
1
2
0
㎏
、
ベ

ン
チ
プ
レ
ス
は
90
㎏
で
す
。

―
―
競
技
を
続
け
る
上
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
何
で
す
か
？

大
会
で
ご
当
地
の
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
す
か
ね（
笑
）

あ
と
は
一
緒
に
切
磋
琢
磨
す
る
友
達

の
存
在
も
大
き
い
と
思
い
ま
す（
笑
）

―
―
最
後
に
、
今
後
の
展
望
は
？

ま
ず
は
10
月
に
三
重
県
で
行
わ
れ

れ
る
高
校
最
後
の
大
会
「
U
1
8
陸

上
競
技
大
会
」
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。（
※
注
：
取

材
日
9
月
下
旬
）

卒
業
後
は
大
学
で
も
砲
丸
投
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。
日
本
選
手
権

に
出
場
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
！

―
―
望
月
美
来
さ
ん
の
選
手
と
し

て
の
特
徴
は
？

投
て
き
種
目
は
投
げ
る
瞬
間
の
瞬

発
力
が
重
要
で
す
が
、
そ
こ
が
優
れ

て
い
ま
す
。
短
距
離
選
手
と
比
べ
て

も
遜
色
が
無
い
で
す
。

ま
た
、
３
年
間
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
筋
肉
が
つ
き
、
投
げ
る
力
が
向

上
し
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
望
月
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
性

格
で
す
か
？

教
え
た
こ
と
に
対
し
て
素
直
に
吸

収
で
き
る
力
が
、
誰
よ
り
も
優
れ
て

い
ま
す
。
1
〜
２
回
教
え
れ
ば
自
分

の
も
の
に
す
る
力
が
成
長
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
、
努
力
家
で
負
け
ん
気
が

強
い
で
す
。
最
後
ま
で
諦
め
な
い
気

持
ち
が
人
一
倍
強
い
選
手
だ
と
思
い

ま
す
。
練
習
の
一
生
懸
命
さ
は
誰
に

も
負
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
も
競
技
を
続
け
ま
す
の
で
、

頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。



身延町に関する様々な出来事をお届け

地域の話題や情報をお寄せください
企画政策課 広聴広報担当 ☎ 0556 - 42 - 4801

TOWN NEWS
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人のうごき

　人口

　世帯

　男性

　女性

　人口

観光Instagramや、みのワンのX（旧Twitter）・Facebookでも、
町の情報を発信しているワン♪

FacebookX（旧 Twitter）Instagram

西嶋和紙でオリジナル灯り作り

　富士川クラフトパーク内にある西島和紙工
房にて西嶋和紙を使用した灯り作り体験が催
されました。このイベントは青少年育成身延
町民会議と身延町中央公民館の共催により開
催されたものです。
　参加者は虹や雲、ハートなど思い思いの形
に型紙を切り抜きカラフルに色付けした後、
型枠に和紙の原料を流し入れ、オリジナルの
灯りを完成させていました。

9月 7日　富士川クラフトパーク

山梨県体育功労賞を受章

　9月に行われた山梨県体育祭りの総合開会
式で令和 7年度山梨県体育功労者表彰が行
われ、佐野貴宜さんが表彰されました。
　佐野さんは教職員時代から学校・地域・社
会のスポーツ活動に携わり、平成 27年度か
らは身延町スポーツ協会の副会長・会長を歴
任されました。長年にわたり身延町の社会体
育の振興と発展に寄与されたことが認められ、
今回の表彰に至りました。

９月13日

㈱OZKより企業版ふるさと納税

　甲斐市に本店を置く㈱OZK（オーゼット
ケー）から身延町へ企業版ふるさと納税とし
て 50万円の寄附をいただきました。8月下
旬に町職員が訪問し、西嶋和紙を使用した感
謝状を贈呈しました。
　同社からの寄附は昨年に引き続き 2年連
続となります。いただいた寄附金は「子育て
支援のまちづくり」に活用する予定です。

8月下旬

令和７年10月１日現在（前月比）

（－23）

（－13）

（－7）

（－16）

　9,420人

　4,856世帯

　4,659人

　4,761人



TOWN NEWS　まちのわだい
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9月 27日・28日　群馬県

歯の健康を保つ8
ハチマルニイマル

020表彰

　生涯で 20本以上の歯があれば、食生活に
満足することができるといわれており、歯の
健康を保つことは、心身ともに健康に過ごす
喜びにも繋がります。
　町では 80歳以上で 20本以上の歯がある
方を表彰しています。今年度は望月美良さん、
野中孝子さん、遠藤逸子さん、名取かづ子さ
んの４名を表彰し、町長より表彰状を手渡し
ました。

９月24日　身延町役場

本栖湖西岸クリーン大作戦

9月26日　本栖湖

　夏の観光シーズンを終えた本栖湖周辺を綺
麗にするため、今年も本栖湖西岸クリーン大
作戦が行われました。
　当日は 18団体（約 80人）が参加し、タ
バコの吸い殻やペットボトル、焼き網などの
ごみを拾いました。
　最終的に燃えるごみ 40㎏、燃えないごみ
90 ㎏、総重量約 130 ㎏のごみを回収しま
した。

秋の全国交通安全運動

　秋の全国交通安全運動が行われ、身延町内
では身延駅前や下部温泉駅前など計８カ所で
交通安全の啓発活動が実施されました。
　このうち身延駅前では南部警察署や交通安
全協会などの関係団体による出発式が行われ
た後、通行する車両や電車で通学する学生へ
交通安全を呼びかけるノベルティ等を配布し
ました。

9月 19日　身延駅 他

ご当地キャラカーニバル inぐんま
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　みのワンが群馬県前橋市で開催された「ご
当地キャラカーニバル in ぐんま」に初参加
し身延町の PRを行ってきました。イベント
にはぐんまちゃんやくまモン等 120 のご当
地キャラが参加し、4万 8,000 人を超える
来場がありました。
　みのワングッズの販売も行い、新発売した
ポーチは大好評でした。みのワンは 11月中
旬に開催される「世界キャラクターさみっと
in 羽生（埼玉県）」にも参加予定です。
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令和 6年度 身延町

　令和６年度の一般会計等の決算が、９月定例議会で慎重に審議され、認定されました。町民の皆様に納めてい
ただいた税金等のお金がどのように使われたのかお知らせします。
　一般会計は歳入総額 107億 5,600 万円で、歳出総額 99億 4,371 万円でした。令和７年度へ繰り越した事業
の財源が 3,145 万円あるため、実質的な黒字は 7億 8,084 万円となります。

一般会計 歳入 総額 107億5,600万円

決算を報告します

広報みのぶ　11月号　No.254 6

一般会計 歳出 総額 99億4,371万円

町税：町民の皆さんに納めていただいた税金（町民税、
固定資産税、軽自動車税等）
分担金及び負担金：福祉施設や福祉サービスの利用者
の方からいただくお金など
使用料及び手数料：町営住宅や公共施設の使用料、各
種証明書の発行手数料など
財産収入：町が所有する財産（土地や建物など）の貸
付け・売払いなどで得た収入
寄附金：町民や法人から受け取る金銭による寄付
繰入金：基金や特別会計から資金運用のために一般会
計へ繰り入れるお金
繰越金：前年度から繰り越したお金
諸収入：預金利子や、施設売店の売り上げ収入等他の
どの費目にも属さない収入
地方譲与税等：国税や県税として徴収した租税が一定
基準により配分されるお金
地方交付税：自治体間の財源の不均衡を調整するため、
国税の一部が一定の基準によって再配分されるお金
国庫支出金・県支出金：町が行う特定の事務事業に対
して国（県）から交付される補助金、負担金、委託金
町債：事業を行うために国や金融機関などから長期的
に借り入れるお金

自
主
財
源

依
存
財
源

議会費：議会運営に要する経費
総務費：庁舎や財産の維持管理、住民窓口事務、税金
徴税事務など町の総括的な事業に要する経費
民生費：子育て支援や高齢者福祉、障害者福祉等に要
する経費
衛生費：健康増進、疾病予防、母子保健、環境衛生等
に要する経費
労働費：就労支援に要する経費
農林水産業費：農林道の管理や農林業の振興、農業委
員会運営等に要する経費
商工費：商工業や観光の振興等に要する経費
土木費：町道や町営住宅等の維持管理等に要する経費
消防費：消防団活動や防災、水防等に要する経費
教育費：学校教育、生涯学習、生涯スポーツの振興等
に要する経費
災害復旧費：大雨・暴風・地震などの災害により被災
した施設を復旧するための経費
公債費：借入金（町債）の元金や利子の支払いに要す
る経費
諸支出金：各種基金積立金

総務費（24.0%）
23億9,402万円

民生費（20.1%）
20億692万円

衛生費（12.6%）
12億5,053万円

土木費（9.6%）
9億5,054万円

消防費（2.0%）
1億9,981万円

商工費（1.2%）
1億1,706万円

農林水産業費（3.5%）
3億4,574万円 労働費（0.0%）

21万円

教育費（12.9%）
12億7,170万円

公債費（12.8%）
12億7,282万円

諸支出金（0.5%）
5,129万円

議会費（0.8%）
8,307万円

町税（12.5%）
13億4,276万円

地方交付税（44.1%）
47億5,232万円

地方譲与税等（4.8%）
5億1,173万円

国庫支出金（8.8%）
９億4,218万円

町債（6.5%）
７億230万円 分担金及び負担金（0.5%）

4,915万円
使用料及び手数料（0.8％）
8,995万円

財産収入（0.1％）
997万円

寄附金（0.6％）
5,952万円

繰入金（7.1%）
７億6,462万円

繰越金（8.9%）
9億5,342万円

諸収入（1.1%）
1億2,329万円

自主財源
33億9,268万円

依存財源
73億6,332万円

県支出金（4.2%）
4億5,479万円

問 財政課 ☎0556-42-4802

決算の詳細は
町HPから！
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主な取り組み

町民１人当たりに使われた金額

※令和７年４月１日現在の人口（9,541 人）で算定

■ 令和 6年度末基金残高
　一般会計分
　　69億8,065万円　（１人当たり73万円）
■ 令和６年度末地方債残高
　一般会計分
　　73億5,202万円　（１人当たり77万円）
　公営企業会計分　　（水道事業・下水道事業）
　　36億4,757万円　（１人当たり38万円）

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
の
全
て
の
会

計
に
お
い
て
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
物
価
高

騰
対
策
に
関
連
し
た
各
種
事

業
及
び
「
西
嶋
和
紙
・
和
紙

の
里
の
活
用
推
進
事
業
」
と

い
っ
た
大
型
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
、「
身
延
町
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
」
に
掲
げ
る
５
つ
の
基

本
目
標
を
軸
と
し
た
各
施
策

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

項　目 金　額

議　会　費 8,707 円
総　務　費 25 万 919円
民　生　費 21 万 347円
衛　生　費 13 万 1,069 円
労　働　費 22 円
農林水産業費 3 万 6,237 円
商　工　費 1 万 2,269 円
土　木　費 9 万 9,627 円
消　防　費 2 万 942円
教　育　費 13 万 3,288 円
災害復旧費 0 円

公　債　費 13 万 3,405 円
諸支出金 5,376 円
合　計 104 万 2,208 円

広報みのぶ　11月号　No.2547

決
算
の
概
要

歳
入
・
歳
出
と
も
に
、
減

額
の
大
き
な
要
因
は
、
中
学

校
新
校
舎
建
設
事
業
と
い
っ

た
大
型
事
業
が
前
年
度
ま
で

に
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税

や
地
方
特
例
交
付
金
等
が
増

額
と
な
っ
た
一
方
、
基
金
繰

入
金
及
び
町
債
の
減
額
に
よ

り
、
全
体
で
は
対
前
年
度
比

32
億
８
５
８
３
万
円
の
大
幅

な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
衛
生
費
の
飯

富
病
院
負
担
金
等
が
増
額

と
な
っ
た
一
方
、
教
育
費
、

諸
支
出
金
等
の
減
額
に
よ

り
、
全
体
で
は
対
前
年
度
比

31
億
４
４
７
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
状
況

町税収入状況

税　目 金　額 構成比

町　民　税 4 億 5,989 万円 34.3％

　　うち個人町民税 3億 7,087 万円 27.6％

　　うち法人町民税 8,902 万円 6.7％

固定資産税 7 億 4,052 万円 55.1％

軽自動車税 5,027 万円 3.7％

町たばこ税 6,770 万円 5.0％

入湯税 2,438 万円 1.8％

合　計 13 億 4,276 万円 100％

■ 「結婚・出産・子育て環境の充実」
教育環境の質的向上事業

西嶋和紙・和紙の里の活用推進事業
　　　　　　　　　4億 8,429 万円　等

■ 「地域に根ざした雇用の創出」 ■ 「町を元気にできる人財の育成」

地域おこし協力隊事業　901万円　等 情報提供充実事業　1,522 万円　等

■「特色ある持続可能な地域社会の形成」

2,006 万円　等

4,237 万円　等
子育て世代支援事業

移住・定住の促進事業

869万円　等

■ 「人の流れをつくり、移住、定住の促進」

「身延町デジタル田園都市国家構想総合戦略」5つの目標



広報みのぶ　11月号　No.254 8

項目 比率 早期健全化基準
実質赤字比率 －% 14.41％
連結実質赤字比率 －% 19.41％
実質公債費比率 0.3％   25.0％
将来負担比率 －%   350.0％

●令和６年度決算に基づく健全化判断比率の状況

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が生じていないため「－%」で表示
※将来負担比率は将来負担額よりも充当可能財源等が上回ったため「－%」で表示

項目 会計名 比率 経営健全化基準

資金不足比率
身延町水道事業会計 －%

20.0％身延町下水道事業会計 －%
下部奥の湯温泉事業特別会計 －%

●令和６年度決算に基づく資金不足比率の状況

■ 令和６年度決算に基づく「健全化判断比率」及び「資金不足比率」
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19年法律第 94号）第３条第１項及び同法第 22条第１項の
規定により、９月定例議会において、令和６年度決算に基づく「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を報告
しました。本町において、これらの比率は国が示す健全化基準を下回っており、良好です。

■用語の説明
実質赤字比率…一般会計等の赤字の
程度を指標化し、財政運営の深刻度
を示すもの
連結実質赤字比率…全ての会計の黒
字・赤字を合算し、町の赤字の程度
を示すもの
実質公債費比率…借入金の返済分等
の負担額を合算して指標化し、資金
繰りの危険度を示すもの
将来負担比率…負債に対して一般会
計等が将来負担する可能性のある額
の大きさを指標化し、将来の財政の
圧迫度を示すもの
資金不足比率…公営企業の事業規模
に対する資金の不足額比率を示し、
経営状況を把握するもの

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額

 国民健康保険特別会計 13億 9,923 万円 13億 3,527 万円 6,396 万円
 後期高齢者医療特別会計 4億 9,604 万円 4億 9,444 万円 160万円
 介護保険特別会計 22億 8,640 万円 20億 7,343 万円 2億 1,297 万円
 介護サービス事業特別会計 1,070 万円 1,070 万円 0円
 下部奥の湯温泉事業特別会計 797万円 785万円 12万円
 財産区特別会計（12財産区） 896万円 468万円 428万円

合　　　　計 42 億 930万円 39億 2,637 万円 ２億 8,293 万円

※資本的収支における収入の不足額は、引継金、当年度分損益勘定留保資金等により補填

特別会計

会　計　名 収入 支出 差引額

水道事業会計
収益的収支 ６億 3,818 万円 ６億 2,199 万円 1,619 万円
資本的収支 １億 5,500 万円 ３億 317万円 ▲１億 4,817 万円

下水道事業会計
収益的収支 ５億 963万円 ４億 7,432 万円 3,531 万円
資本的収支 4,012 万円 1億 5,799 万円 ▲ 1億 1,787 万円

公営企業会計

※ 特別会計とは、特定の収入によって事業を行い、その収支を明確にするために一般会計と
切り離して経理する会計

※ 公営企業会計とは、独立採算の原則により、事業収入を主な財源とする特定の事業を
経理し、財務状況を正確に把握するための会計
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収入額に占める一般会計からの繰入割合

水道事業会計　収益的収支

下水道事業会計　収益的収支

水道事業会計　資本的収支

下水道事業会計　資本的収支

繰入金（42.8％）
２億7,342万円

繰入金（81.9％）
１億2,696万円

繰入金（40.0％）
２億380万円

繰入金（100％）
4,012万円

その他収入（57.2％）
３億6,476万円

その他収入（18.1％）
2,804万円

その他収入（60.0％）
３億583万円
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　町では、町外からご寄附をいただいた皆様に感謝の気持ちを込めて、地域の特産品等を返礼品としてお送りしています。
町内事業所の皆様のご協力により、多数の返礼品が登録されており、身延町ならではの商品を全国の方々に PRする機会
となっています。

使い道 金額
身延町長におまかせ
（日本一のしだれ桜の里づくり事業　等） 28,970,000 円

子育て支援のまちづくり 3,255,000 円

子どもの発想を活かしたまちづくり 2,211,000 円

　寄附件数　　　　　　７件
　寄附額　　17,400,000 円
　使い道　　しだれ桜の里づくり事業、子育て支援医療助成事業　等

◆ 町外からの寄附

寄附件数　　　　　984件
寄附額　　40,228,000円

　ふるさと納税とは「生まれ育ったふるさと
に貢献できる」「自分の意思で応援したい自
治体と応援したい事業を選ぶことができる」
として創設された寄附制度です。

ふるさと納税（寄附金）とは

全国から応援されています！

令 和 6 年 度 活 用 事 例

令和６年度実績報告

◆ 町民からの寄附

寄附件数　　　　　15件
寄附額　　1,270,000円

　令和６年度も多くの皆様からご寄附をいただき、下記の使い道のほかに、観光振興や健康福祉など様々な事業
に活用しました。応援していただいた事業の一部を紹介します。

■ 企業版ふるさと納税

■ 法人・団体からの寄附
　寄附件数　　　　13件
　寄附額　　626,000円
　使い道　　図書の購入、スポーツ健康増進施設運営管理事業　等

　企業の皆様が寄附を通じて地方公共団体の行う地方創生
の取り組みを応援した場合に、税制上の優遇措置が受けら
れる仕組みです。※本社が身延町内に所在する法人の寄附
については、税制上の優遇措置の対象外です。

企業版ふるさと納税とは

■ ふるさと納税

広報みのぶ　11月号　No.2549

企画政策課 ☎ 0556-42-4801

令和６年度実績報告
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令和７年度 全国学力・学習状況調査結果 ■ 問い合わせ先
　身延町教育委員会 学校教育課
　☎ 0556-20-3016

　文部科学省では、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、調査の結果から見えてくる教育施策の成果と課題を検証して改善
を図り、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てるため、小学校６年生、中学校３年生を対象に「全
国学力・学習状況調査」を実施しております。今年度は４月 17日に実施し、身延町では小学校６年生 36人、中学校３年生 44人
が参加しました。
　町教育委員会では児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、成果と課題を検証して改善を図っていきます。なお、この調査結
果については、国語、算数・数学、理科のみ実施されたもので、全ての学力を測るものではないことをご理解ください。

小学生
（36人）

全国平均と比べて 県平均と比べて

国語 ほぼ同じ ほぼ同じ
算数 やや下回る ほぼ同じ
理科 ほぼ同じ ほぼ同じ

中学生
（44人）

全国平均と比べて 県平均と比べて

国語 ほぼ同じ ほぼ同じ
数学 やや下回る ほぼ同じ
理科 ほぼ同じ ほぼ同じ

※ほぼ同じ
　±５ポイント未満の違い
※やや上（下）回る
　５ポイント以上の違い
※上（下）回る
　10ポイント以上の違い

▶ 教科に関する調査

　児童生徒の質問紙のうち、小学生では「自分で学び方を考え、工夫する。」「学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互
いの良さを生かして解決方法を決める。」などの「総合・学級活動・道徳および主体的な学習の調整」、中学生では「人が困ってい
るときは進んで助ける。」「自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる。」などといった「総合・
学級活動・道徳および向社会性」が、大幅に全国平均を上回っています。
　教職員の質問紙の調査結果から見える特徴は、教職員が生徒の学習状況に即したよい点や進捗状況を積極的に伝えたり、改善す
べき点を改善できるよう手立てを講じるなど、指導改善、学習改善の向上に努めていることです。また、タブレット型パソコンや
電子黒板等のＩＣＴ機器を積極的に活用し、学力の向上・定着を図っていることも特徴です。さらに、学級活動では、話し合いを
生かして児童生徒一人ひとりが意思決定できるような指導を行うほか、特別支援教育についても理解し、児童生徒の特性に応じた
指導上の工夫も行っています。
　今年度、小中学生ともに全国平均をやや下回った算数・数学については、基礎学力の定着に向けた取り組みを進めていきます。他
の教科は全国平均県平均とくらべてほぼ同じという結果となりましたが、引き続き学校や家庭、町での取り組みにより学力の底上
げを今後も図っていきます。
　学校の教育活動だけでなく、より一層の家庭学習の定着、向学館事業等における学習サポート、町における教育環境の整備等、引
き続き学校、家庭、地域、町が連携して、確かな学力と豊かな人間性を育んでいきます。

中学校

小学校

総　括

全国平均

全国平均
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一
言
助
言

■
問
い
合
わ
せ
先

※
観
光
課
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
月
・
水
・
金
）

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
月
〜
日
）

　
　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

 

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

身
延
町
で
は
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
等
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
、「
消
費
生
活
相
談
員
」
の
国
家
資
格
を
取
得
し
た
相
談
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
が
、
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

警
察
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
「
あ
な
た
の
銀
行
口
座
が
資
金
洗
浄
に
使
わ
れ
て
い
る
。
す
で

に
逮
捕
し
た
犯
人
が
あ
な
た
と
共
謀
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
L
I
N
E
の
ビ
デ
オ
通
話
な

ら
出
頭
せ
ず
に
済
む
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
、
ビ
デ
オ
通
話
に
誘
導
さ
れ
、
警
察
手
帳
を
見
せ
ら

れ
た
。
そ
の
後
相
手
の
指
示
に
従
い
、
住
所
や
銀
行
口
座
等
を
伝
え
運
転
免
許
証
を
提
示
し
た
。

長
時
間
通
話
が
続
き
、
金
銭
を
振
り
込
む
よ
う
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
不
審
に
思
い
電
話
を
切
っ

た
。
個
人
情
報
の
悪
用
が
心
配
だ
。

●
警
察
を
名
乗
る
電
話
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
察
署
で
使
わ
れ
る
こ
と
の
多

い
下
４
桁
が
「
０
１
１
０
」
の
電
話
番
号
を
表
示
し
た
り
、
L
I
N
E
の
ビ
デ
オ
通
話
に
誘
導

し
警
察
手
帳
を
見
せ
た
り
し
て
消
費
者
を
信
用
さ
せ
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
た
り
、
捜
査
の

一
環
と
し
て
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
た
り
す
る
手
口
で
す
。

●
警
察
が
L
I
N
E
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ビ
デ
オ
通
話
等
で
連
絡
を
取
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
警
察
か
ら
と
思
わ
れ
る
番
号
で
も
、
所
属
や
担
当
者
名
等
を
聞
い
た
う
え
で
い
っ
た
ん
電
話
を

切
り
、
警
察
署
の
連
絡
先
を
自
分
で
調
べ
た
う
え
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
簡
単
に
信
用
せ
ず
、
絶
対
に
相
手
に
個
人
情
報
を
伝
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
心
配
な
と
き
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
局
番
な
し

１
８
８
」
や
警
察
相
談
専
用
電
話

「
＃
９
１
１
０
」
番
に
ご
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。

■ 問い合わせ先
　企画政策課 企画政策担当
　☎0556-42-4801

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入
を財源としたコミュニティ助成事業を実施しています。この助成金を利用して、地域活性化や自治
意識の向上を図ることを目的に下記の団体が備品整備を行いました。

宝くじの助成金で整備しました

■ 下大島区
　集会所で行う事業の充実と利用頻度の拡大を目的に、エアコン・テレビ・冷蔵庫を整備しました。
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■ 問い合わせ先
　福祉保健課 健康増進担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

保健だより

いきいき 健康 ひろば

知ってください　糖尿病

身延町は糖尿病の患者数が多い

こわい！糖尿病の合併症

糖尿病のリスクを低下させるカギ

　私たちの血液中のブドウ糖（血糖）は、膵臓から分泌されるインスリンというホルモンによって一定に
保たれています。糖尿病は、このインスリンの分泌量が不足したり、うまく働かなかったりすることで慢
性的に血糖が増えてしまう病気です。

身延町は山梨県全体と比較すると糖尿病の患者数が多いことがわかっていて、30歳代から糖尿病が増え
始めます（国保 KDBシステム）。

血糖が高い状態が続くと血管を痛めてしまいます。その結果、脳梗塞、心筋梗塞、腎不全、神経障害など
命に危険を及ぼす病気の原因となってしまいます。糖尿病は自覚症状がほとんどないまま進行する病気で
す。そのため、健康診断を受け、生活習慣の改善や早期受診が重要です。

①糖の吸収をゆるやかにする
　・食物繊維が豊富な野菜から食べ始めましょう。
　・毎食、野菜を食べるようにしましょう。

②血糖値の急な上昇と食べ過ぎを防ぐ
　・早食いはせず、20分程度かけて食べましょう。
　・口の中に残っているうちに次の一口を入れることはせず、食べ物をしっかり飲み込んでから次の一口
　　を食べましょう。
　・年末年始にかけて高カロリーの食事が増えると思います。食べ過ぎには注意しましょう。

③筋肉を育てて糖の蓄えを作る
　・血液中の糖は肝臓や筋肉の中に蓄えられます。筋肉が多いと食後に血糖があがりにくくなります。
　　ウォーキングなどの有酸素運動だけでなく、筋トレも取り入れると効果的です。

④体重管理
　・健康的な体重を維持するために体重計に乗る習慣を身につけましょう。
　・肥満はインスリンの働きを妨げます。肥満を解消することが糖尿病予防につながります。
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■ 問い合わせ先　企画政策課 田舎くらし推進担当
　 　　　　　　　☎0556-42-4801　　inakakurashi@town.minobu.lg.jp

■ 町民の方が、町が販売する宅地分譲地に新築　　50 万円
■ 転入した方が身延町内に住宅を新築　　　　　　50 万円
　 ※子ども 1人につき 20万円の加算あり（上限 5人）
■ 転入した方が町が販売する宅地分譲地に新築　100 万円
　 ※子ども 1人につき 20万円の加算あり（上限 5人）

主な要件
　・身延町に定住する意思のある方
　・当該住宅が身延町内であること
　・取得日が令和 2年 4月 1日以降

内容

主な要件

■ 住宅購入祝金　　20 万円
　※子ども 1人につき 20万円の加算あり（上限 5人）内容

■ 引越祝金　　10 万円
　※過去に祝金の対象になった住宅に定住する場合は対象になりません。

・ 空き家バンクを利用して身延町に移住し、定住する意思があること
・取得日（引越日）から 1年以内に申請が必要

広報みのぶ　11月号　No.254 14

身延町に新居を構えた方に対し、祝金を支給します。

新築住宅祝金

住宅購入祝金・引越祝金

空き家バンクを利用して中古住宅を購入又は賃貸借契約し、
身延町へ移住する場合、祝金が支給されます。

・ 空き家バンクを利用して身延町に移住し、定住する意思があること

奨学金返還支援事業

・大学等在学中に奨学金の貸与を受けた方で、令和 5年４月１日以降に奨学金の返還を始めた方
・就労をしていて町税等を滞納していない方
・身延町内に住所登録をされ居住しており、申請年度末時点で 30歳未満の方

奨学金を返還する若者の就労初期における経済的負担の軽減と地元への定住を
促進するため、奨学金返還費用の一部について、補助金を交付します。
■ 申請年度に返還した奨学金の額の 1/2 を補助（上限 12万円 /年）
　 ※本制度の利用を検討されている方は事前に担当までご相談ください。内容

主な要件

対象期間 ・補助金交付決定を受けた最初の年度から最長 5年

補助金・祝金のご案内
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土地・家屋に異動があった時は届出を 問 税務課 資産税担当
☎ 0556-42-4803

家屋の滅失後は届出を！

　木造耐震診断を受けた結果、補強が必要と判定された木造住宅
を改修工事または建替え工事をする場合、工事費の一部を補助す
る制度があります。また、住宅全体を耐震化するまでの費用を捻
出することが難しいという方には「耐震シェルター等設置工事（防
災ベッド含）」もございます。
　詳しくは建設課住宅担当までお問い合わせください。

（※診断を受けたことの無い方が対象です。）

① 町内に住所を有する方が所有し、居住していること。
② 昭和 56年 5月 31日以前に着工された住宅
③ 木造在来工法で建てられた２階建て以下のもの
④ 長屋及び共同住宅以外のもの
⑤ 併用住宅の場合、延床面積の 2分の 1以上が住宅として使用されている住宅

無料耐震診断のご案内 問 建設課 建築住宅担当
☎ 0556-42-4808

早めのご相談をお願いします

　土地・建物（住宅・店舗・事務所・倉庫・車庫等）に対する固定資産税は、1月 1日現在
で課税台帳に登録してあるものに課税されます。建物を取り壊したときは「家屋滅失届出書」
を税務課に提出してください。ただし、依頼した解体業者が「届出書」を役場に提出した場合は、
「家屋滅失届出書」の提出は不要です。
届出がなかったり届出が遅れたりすると、確認ができず、翌年度も課税されてしまいます。

届出書は役場本庁舎 税務課、下部支所、身延支所のほか、町のホームページからもダウンロー
ドできます。
　適正な課税のため、土地の異動（現況地目の変更等）、建物
の新築や増築、登記をしていない建物の所有者の変更（相続・
贈与・売買等）を行った場合にも、税務課へ届出が必要となり
ます。ご協力をお願いいたします。

固定資産税の基準日は 1 月１日です

木造住宅の耐震診断は原則無料です

以下の全ての条件を満たしている必要があります。
無料耐震診断の対象となる住宅

診断可能件数に限りがありますので、希望される方はお早めにご相談ください
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高齢者補聴器購入費助成金 問 福祉保健課 介護保険担当
☎ 0556-20-4611

事前にご相談ください

難聴による認知症の予防対策として、医師により必要と認められた高齢者に対し補聴器の購入費用を助成します。

医師の処方箋により認定補聴器専門店に在籍する認定補聴器技能者から購入する補聴器
（原則片耳のみですが、医師が認める場合は両耳が対象となる場合もあります）

　ケアアシスタントとは、専門的な介護（移動や排泄、入浴など）ではなく、高齢者施設で過ごす利用者
さんが快適に暮らすためのサポート役として「周辺業務」を担います。
　例えば、掃除や洗濯、食事の配膳や片付け、送迎時の運転、利用者さんの話し相手など、普段の生活で
していることを、介護の現場で活かしていただけます。
　本年度山梨県では「特別養護老人ホーム しもべ荘」をケアアシスタント普及に向けたモデル事業所の
１つとして選定しており、地域でお仕事説明会を開催します。事前申込は不要です。ぜひご参加ください。

■日　時：令和７年 12月 14日（日）13：30～ 15：30
■場　所：身延町総合文化会館 会議室
■対　象：短時間から働きたい方、介護施設で働いてみたい方、地域で働きたい方、シニアの方、
　　　　　主婦（夫）の方、介護未経験・無資格の方、大歓迎
■内　容：お仕事内容の紹介、モデル事業所からのメッセージ、お仕事マッチング＆なんでも相談会
■参加費：無料

◆対象となる補聴器

1. 交付申請

2. 交付決定

3. 助成金の請求

補聴器の購入前に次の書類を提出してください。
・助成金交付申請書
・補聴器に関する意見書
・医師の処方箋により認定補聴器技能者が作成
した補聴器本体の購入費用額の記載された見積書

【提出・お問い合わせ先】
福祉保健課 介護保険担当（中富すこやかセンター）
電話番号は右上に記載
受付時間　午前 8時 30分～午後 5時 15分
（土日祝日・年末年始除く）

提出された書類の内容審査後、問題がなければ助
成金交付決定通知書を送付します。補聴器はこの
通知書を受け取った後に購入してください。

指定された期限までに次の書類を提出してください。
・助成金交付請求書
・補聴器本体の購入費用額の記載された領収書の写し

※助成後、アンケートの記入をお願いします。

事前に福祉保健課までご相談ください。◆申請の流れ

□ 申請時点で身延町に住所を有する方で、
　 当該年度に 65歳以上の方
□ 耳鼻咽喉科医師により補聴器の装用を認められた方
□ 障害者の補装具費の支給対象でない方
□ 介護保険料の所得段階が
　 第１段階～第４段階のいずれかに該当する方
□ 過去にこの助成を受けたことがない方
□ 対象者とその世帯員全員に町税等の滞納がない方

介護保険第１号保険料が
第１～３段階：上限 50,000 円
第 ４ 段 階：上限 32,000 円
（助成対象経費の２分の１・千円未満切捨）

※介護保険料の段階は、７月にお送りした「介護
　保険料納入通知書」で確認いただけます。
※医師から補聴器に関する意見書を得るための診
　察料、検査料等の受診費用、修理・保守・付属
　品等の費用は対象外です。

次のすべてに当てはまる方が対象です。◆助成対象者
◆助成金額

お仕事説明会の開催
ケアアシスタント 問 社会福祉法人 山梨県社会福祉協議会（介護支援センター）

☎ 055-254-8680

12 月 14日（日）開催です
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11 月 30 日は「年金の日」です！
年金だより 問 町民課 保険年金担当

☎ 0556-42-4804

ねんきんネットで確認！

17

受付期間 受付時間 提出先 電話番号

令和７年
11月４日（火）

令和７年
11月 25日（火）
（休日は除きます）

午前８時 30分

午後６時 30分
※各保育所（園）の
開所時間内

 （町立） 静川保育所 0556-42-4431

 （町立） 常葉保育所 0556-36-0851

 （私立） 下山立正保育園 0556-62-5754

 （私立） 認定こども園大野山保育園 0556-62-2541

～

～
身延町内の各保育所（園）において、令和８年度入所（園）者の受付を行います。

☆  入所申請書等の必要書類は、各保育所（園）及び中富すこやかセンター・
下部支所・身延支所の窓口に用意してありますので、必要事項を記入し
て、入所（園）を希望する保育所（園）に提出してください。

☆  町外の保育所（園）に入所（園）を希望される方は、子育て支援課まで
お問い合わせください。

☆ 町立久那土保育所・原保育所は休園となります。

保育所（園）の入所（園）受付を開始します！
問 子育て支援課 子育て支援担当
☎ 0556-20-4580

締切は 11月 25日（火）！

令和８年度

　厚生労働省では国民お一人お一人、「ねんきんネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計に思いを
巡らしていただく日として、11 月 30日（いいみらい）を「年金の日」としています。この機会に、「ね
んきんネット」でご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の設計について考えてみませんか。

・将来受け取る年金見込額が知りたい！
・自分の年金記録を確認したい！
・電子版「ねんきん定期便」について知りたい！
・年金振込通知書などの通知を確認したい！
・持ち主不明記録を検索したい！
・国民年金の加入手続きをしたい！
・保険料の免除、納付猶予、学生納付特例の手続きをしたい！

詳しくはQRコードから

・国民年金保険料の口座振替申出等の電子申請
・確定申告で利用可能な控除申請等の電子データの取得

この機会に年金について確認しよう！

こんなときには「ねんきんネット」

さらにマイナポータルとの連携で…

竜王年金事務所
☎ 055-278-1104

※マイナポータルからねんきんネットへ初めて連携する処理は、平日８時から 23時に行われます。
※基礎年金番号をお持ちでない等、一部ねんきんネットをご利用できない場合があります。

窓口へ手続きに
行く時間がないな

将来いくら年金が
もらえるのかな？
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■ 問い合わせ先　身延町役場 子育て支援課　☎0556-20-4580

　包括連携協定を結んでいる明治安田生命保険相互会社と身延町の共催で、子ども服のおさがり交換会を行います。今回
は身延町立図書館で行われるブックフェスタと同時開催です。
ブックフェスタでは、子ども向けのイベント（おはなし会・ワークショップ）やパンの販売も行います。お昼ご飯を食べ
て１日中図書館で楽しめますので、ぜひ親子でご参加ください。
　おさがり品の在庫状況によっては、持ち帰りの点数制限を設けることがあります。また交換会で残ってしまった衣類は、
次回の開催に向け一部は残し、余剰分は明治安田を通じ福祉施設等へ寄付をさせていただきます。

・新生児~150サイズくらいまでの服　　　・状態の良い子ども用のカバン、靴
・きちんと洗濯がされた清潔なもの　　　　・育児用品（抱っこ紐、スリング、マグ等）
・シミ、破れ等ないもの　　　　　　　　　　（哺乳瓶やマグなどの食器類は未使用品に限る）
・衛生商品（下着、靴下等）は未使用品　　・故障していないおもちゃ

※手作りの衣装や小物類は対象外となります。
　詳しくは、町ホームページ、身延町立図書館に設置しているチラシ等でご確認ください。

お持ち込みいただける品について

「ベジチェック」
手のひらを機械にかざし、野菜摂取レベルと推定野
菜摂取量を測定できます。お子様も測定できます。

「AGEs（最終糖化物質）測定」
老化物質の蓄積状況を、血液採取なしで指先から簡
単に測定できます。

「ベジチェック」「AGEs（最終糖化物質）測定」を行います。図書館にある関連書籍の紹介も行いますので、健康
管理にお役立てください。

明治安田生命による健康チェックコーナー

　右記の日程で、子ども服等の事前
持ち込み受付をいたします。まだ
着られる子ども服等をお持ちの方は、
ご協力をよろしくお願いいたします。

＜受付場所＞
事前持ち込み受付について

中富すこやかセンター

平日　8:30 ～ 17:15
11/4 11/14～火 金

身延町立図書館

図書館が開館している時間に限る
11/1 11/16～土 日

参加無料

持込のみ・受取のみも
大歓迎！

おさがり交換会
×

ブックフェスタ

参加無料

in 身延町総合文化会館 メディアルーム

10:00 ～ 14:00

2025 年

11/23 日
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図書館だよりLIBRARY
Information

☎ 0556-62-2141 № 254
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【11月の休館日】
●身延図書館　10日・17日（月）　４日（火）
●中富図書室　毎週水曜日　祝日
●下部図書室　毎週土・日曜日　祝日
●システム停止期間　11月 25日（火）～

ようやく木々の葉も色づき、美しい日本の風景が広
がってきました。今月は「日本の魅力再発見」と題し、
さまざまな本を集めました。
■『知っておきたい日本の古典芸能　歌舞伎』
　滝口雅仁／編著（丸善）
■『きもの再入門』
　山内マリコ／著（KADOKAWA）
■『ときめくニッポン職人図鑑』
　大牧圭吾／著（オークラ出版）
■『にっぽん味噌蔵巡り』
　岩木みさき／著
（東海教育研究所）
読書の秋です。心地よい風に吹かれて、静かに穏やか
に日本文化を見つめなおしてみませんか？

身延町立図書館のボランティア『ぶっくん座』の
一員として活動してくれる人を募集します。
＜対象＞
年間を通して火曜日開催の「ちいさなちいさなおは
なし会」（月２回）や日曜日開催の「わくわくおは
なし会」（月１回）で活動ができる 18歳以上の人。
（毎回来られなくても、できるときだけで大丈夫で
す）
＜内容＞
絵本や紙芝居の読み聞かせ・手遊
び・工作のお手伝い。館内整理な
どのボランティアも大歓迎です。
＜申込＞
身延町立図書館にお電話か、直接カウンターまで

ブックフェスタ 2025　開催決定
詳
し
い
内
容
は
チ
ラ
シ
・

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
X
な
ど
で

★雑誌・本のリサイクル　　10月 11日（土）～なくなり次第終了
★オリジナル読書手帖配布　10月 25日（土）～ 11月９日（日）
★わたしのおすすめ一冊展　11月 1日（土）～ 11月 24日（月）
★図書館ガチャをまわしてオリジナルグッズをゲットしよう　11月１日（土）～24日（月）

★ 10：00～ 14：00
「おさがり交換会」※子育て支援課との合同開催
身延町×明治安田タイアップ企画
会場　身延町総合文化会館　メディアルーム
★ 14：00～ 16：00
「絵本作家いしかわこうじさんのおはなし会＆
ワークショップ～ペーパーわんこをつくろう～」
「おめんです」「くだものいろいろかくれんぼ」の作
者・いしかわこうじさんが図書館にやってきます！
会場　身延町総合文化会館　会議室
定員　子ども 30名とその保護者の方（要申込）
参加無料　絵本の販売とサイン会あり

★ 13：30～ 15：00
演題「小泉八雲とセツ　その言葉と人生」
講師　四條　たか子さん
　　　（フリーライター／南部町出身）
会場　身延町総合文化会館　会議室
定員　50名（要申込　参加無料）
★ 15：15～ 16：30
「あなたもバリスタ気分♪
　　　　　おいしいコーヒーの淹れ方講座」
講師　身乃豆・加藤　新さん
　　　（身延町地域おこし協力隊）
会場　身延町総合文化会館　メディアルーム
定員　15名（要申込）

きっと もっと本が好きになる

お知らせ ボランティア募集・イベントなど

23 日（日） 24日（月・祝）

下部図書室へようこそ
日本の魅力、再発見！

子どもたちに絵本の楽しさを伝えませんか？
・・・読み聞かせボランティア募集・・・ ①11月 11日（火）午前 11時～ 11時 30分

　内容　絵本の読み聞かせ＆手遊び＆
　　　　ミニ工作「おまめさん」
　会場　身延町総合文化会館　ホワイエ
② 11月 18日（火）午前 11時～ 11時 30分
　内容　中先生のうたのおはなし会
　会場　身延町総合文化会館　和室
　定員　いずれも 10組程度（要申込・参加費無料）

ちいさなちいさなおはなし会
あつまれ！０. １. ２！

身延町立図書館・中富図書室・下部図書室は図書
館ネットワークシステム・機器入替のため、以下
のとおり臨時休館します。ホームページでの予約
も停止となります。ご不便をおかけしますが、ご
理解ご協力をお願いします。

11 月 25日（火）～ 12月１日（月）

システム更新に伴う臨時休館

読書の秋は
いろんな企画が満載！

10時からは
「ゆずカフェ」オープン！
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11 月の休館日
（毎週水曜日）

5 日、12日、19日、26日、27日

第５回　シン・サンポ

湯之奥金山博物館
☎0556-36-0015

【日　時】　12月14日（日）　9時 30分　塩之沢駅に集合
【参加費】　無料

【定　員】　15人　※要事前申込。定員になり次第、締切り。

【持ち物等】　 歩きやすい服装でおでかけください。また、雨天
に備えて傘やタオルなどがあると安心です。電車
や施設を使う場合の費用は自己負担となります。
往復運賃・施設観覧料をご用意ください。

　当館館長と一緒に地域の歴史に触れる時間をもってみませんか。前回の切石編に続く地
域の歴史探訪第５弾。今回は、帯金地区をテーマに地域を散策します。

【活動日・時間】
　毎週火・木曜日　午後 8時～
【活動場所】
　静川体育館

T
チ ー ム
EAM D

デ ー タ
ATA

　身延町スポーツ協会綱引部は、役場職員を中心とし
たチームです。「綱引き」と聞くと運動会の綱引きを
イメージする方も多いと思いますが、実はとても奥の
深いスポーツです。
　今年の夏には、滋賀県で開催された第 79回国民ス
ポーツ大会に関東代表（成年男女混合の部）として出
場し、ベスト８の成績でした。１本の綱にみんなの想
いを乗せて４ｍ引き切ったときは本当に最高です。興
味を持った方はぜひ、気軽に見学に来てください。

綱引部身延町スポーツ協会

・試合は８人制
・体重制限あり（チーム合計）
・主審の「プル！」の合図で試合開始！

豆
知
識

地域の歴史を見て・歩く　アウトドア版館長講座

▲第４回切石編　正伝寺にて

館長講座　「穴山武田と信玄・勝頼・家康」
【日　時】　2026年１月17日（土）　13時 30分～ 14時 30分
【場　所】　湯之奥金山博物館 1階　多目的ホール
※聴講無料。事前申込不要。当日、時間までに当館へお越しください。
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弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
一
緒

に
あ
な
た
の
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。
相
談
方
法
は
、
面
接
相
談
・

電
話
相
談
・
z
o
o
m
相
談
の
３

つ
で
す
。
あ
な
た
が
相
談
し
や
す

い
方
法
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
面
談
相
談

山
梨
県
弁
護
士
会
館
で
実
施
す
る

対
面
形
式
の
相
談
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

11
月
28
日
㈮
正
午
ま
で
に
事
前
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

相
談
会
の
開
催
時
間
中
に
山
梨
県

弁
護
士
相
談
会
に
電
話
を
か
け
て

い
た
だ
く
形
式
の
相
談
。

当
日
16
時
ま
で
に
山
梨
県
弁
護
士

会
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
z
o
o
m
相
談

z
o
o
m
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
形

式
の
相
談
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

11
月
28
日
㈮
正
午
ま
で
に
事
前
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

11
月
29
日
㈯

13
時
30
分
〜
16
時
50
分

■
子
ど
も
無
料
相
談
も
常
時
開
催

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も

特
有
の
相
談
に
つ
い
て
、
初
回
に

限
り
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
面
談
の
ほ
か
、
電
話
相

談
で
も
対
応
は
可
能
で
す
。

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
山
梨
県
弁

護
士
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を

受
け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
た

り
す
る
活
動
を
行
う
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

こ
の
度
、
法
務
大
臣
か
ら
10
月

１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

赤
池
常
雄
（
釜
額
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
お
お

む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

（
下
肢
障
害
等
の
場
合
は
４
級
の

一
部
）、
療
育
手
帳
Ａ
‐
１
〜
Ｂ

‐
１
程
度
の
知
的
障
害
、
同
程
度

以
上
の
精
神
障
害
な
ど
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

「
父
母
等
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
制
限
等
が
あ
り
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
保
健
課
福
祉
担
当

☎
０
５
５
６
‐
２
０
‐
４
６
１
１

こ
の
制
度
は
、
重
度
の
心
身
障

害
者
の
方
が
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り

医
療
機
関
（
薬
局
を
含
む
）
で
医

療
を
受
け
た
場
合
に
か
か
る
医
療

費
（
保
険
診
療
）
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
制
度
で
す
。

■
助
成
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳「
１
〜
３
級
」

の
所
持
者

②
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

「
１・２
級
」
の
所
持
者

④
障
害
基
礎
年
金
「
１・
２
級
」

相
当
の
受
給
者

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
「
１・
２

級
」
の
支
給
対
象
児
童

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。（
申
請
前

の
医
療
費
は
助
成
対
象
外
で
す
。）

※
所
得
制
限
等
で
受
給
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
保
健
課
福
祉
担
当

☎
０
５
５
６
‐
２
０
‐
４
６
１
１

Y
B
S
ラ
ジ
オ
は
、
2
0
2
6

年
３
月
１
日
か
ら
「
F
M
転
換

実
証
実
験
」
を
行
い
、
A
M
の

運
用
を
休
止
し
て
、
F
M
9
0
．

9
M
H
z
の
み
の
放
送
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
来
年
３
月
１
日
か

ら
は
、
F
M
9
0
．
0
M
H
z
以

上
が
受
信
で
き
る
ワ
イ
ド
F
M
対

応
ラ
ジ
オ
、
ま
た
は
無
料
ア
プ
リ

「
r
a
d
i
k
o
（
ラ
ジ
コ
）」
で

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
役
立
つ
生
活
情
報

や
、
防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
放

送
は
、
変
わ
ら
ず
注
力
し
て
参
り

ま
す
。
防
災
の
観
点
か
ら
も
、
ご

家
庭
の
ラ
ジ
オ
が
ワ
イ
ド
F
M
対

応
か
ど
う
か
の
ご
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

Y
B
S
ラ
ジ
オ
F
M
転
換
準
備
室

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
１
１
８
９

労
働
保
険
と
は
「
雇
用
保
険
」

と
「
労
災
保
険
」
を
総
称
し
た
も

の
で
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、個
人・

法
人
を
問
わ
ず
、
原
則
と
し
て
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、
早

急
に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
雇
用
保
険

労
働
者
が
失
業
し
た
際
の
求
職
活

動
中
の
給
付
、
在
職
中
の
育
児
休

業
給
付
・
介
護
休
業
時
の
給
付
や

職
業
能
力
開
発
（
職
業
訓
練
）・

教
育
訓
練
に
対
す
る
給
付
制
度
等

で
す
。

■
労
災
保
険

労
働
者
が
業
務
上
・
通
勤
時
の
け

が
、
病
気
が
原
因
の
休
業
等
に
対

す
る
給
付
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢

☎
０
５
５
６
‐
２
２
‐
８
６
８
９

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
６
‐
２
２
‐
３
１
８
１

チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ

モ
は
中
国
原
産
の
昆
虫
で
、
様
々

な
植
物
に
寄
生
し
、
産
卵
す
る
時

に
樹
木
の
枝
を
傷
つ
け
た
り
、
幼

相

談

INFORMATION
人
権
擁
護
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

子
ど
も
・
夫
婦

何
で
も
無
料
相
談
会

特
別
児
童
扶
養
手
当支給

制
度

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度

Y
B
S
ラ
ジ
オ

F
M
転
換
実
証
実
験

労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間

チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ

ハ
ゴ
ロ
モ
の
駆
除
の
お
願
い

お
知
ら
せ
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虫
が
ぶ
ど
う
の
房
に
入
り
込
む
な

ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
大
量
発
生
し

て
お
り
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
発

生
源
の
卵
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
庭
や
果
樹
園
で
産
卵
さ
れ

た
枝
を
見
か
け
た
ら
、
切
除
し
、

地
中
深
く
に
埋
め
る
か
燃
え
る
ご

み
と
し
て
処
分
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
人
体
へ
の
害
の
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ
モ

に
つ
い
て

山
梨
県
農
政
部
農
業
技
術
課

鳥
獣
害
対
策
担
当

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
３
５

〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 〉 　　－　入札日　令和７年９月30日　－
件 名 場　所 請 負 業 者 落札金額（円）

（消費税抜）
落札率
（％）

業務系ネットワーク機器更改リース ― ㈱YSK e-com （月額）25,300 86.9

前橋橋梁修繕工事 夜子沢 ㈲望月建設 20,550,000 89.2

西嶋第２団地防水改修工事（第２期） 西　嶋 ㈱双成化建 32,000,000 97.8

出 生 すくすくよい子に

 あかちゃん 保護者 （地　区）
幡野　朔

さく と
人（男の子） 寛　人 （西　嶋）

河西　飛
ひさ と
慧（男の子） 友　雅 （西　嶋）

ふるさと納税

令和７年９月１日～ 30日までの受付（敬称略・順不同） ※本人・ご家族の申し出があったものを掲載しています。

金 10,000 円 匿名 （三　澤）
金 10,000 円 ギフトショップかさい （西　嶋）

―　社会福祉協議会へ　―

お悔やみ ご冥福をお祈りしますありがとうございます寄 附
 氏　名 （年  齢） 届出人 （地　区）―　身 延 町 へ ―

金 10,000 円 株式会社スギヤマ （飯　富）
金 100,000 円 株式会社エヌディエス （甲府市）
金 100,000 円 株式会社マルアイ産機 （市川三郷町）
金 500,000 円 株式会社相信設計 （神奈川県）

金 200,000 円 加藤　由紀彦 （梅　平）
金 10,000 円 鈴木　美也子 （飯　富）

法人・団体からの寄付
※紙面の都合により町外寄附者は町HPにおいて公表しています。

遠藤　竹美 78 歳 遠藤　貞彦 （清　子）
望月　文夫 99 歳 望月　良廣 （大　野）
保坂　　優 66 歳 保坂ゆかり （三　澤）
望月　七男 69 歳 村松　睦子 （和　田）
樋口　よし 90 歳 樋口　是亮 （身　延）
赤池　　忠 83 歳 赤池　陽子 （切房木）
赤池　玲子 90 歳 赤池　高幸 （中ノ倉）
山本多英子 84 歳 山本　　久 （常　葉）
深澤　春子 93 歳 深澤　仁史 （三　澤）

〜
有
料
広
告
〜

掲載サイズ　縦 45mm×横 80mm
（この有料広告募集の枠の大きさです。）

　広報みのぶに広告を掲載しませんか？
掲載は随時募集しています。詳しくは企画政
策課広聴広報担当までお問い合わせください。

☎ 0556-42-4801　

有料広告募集

※字体は新字を使用する場合があります。
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第10回 輝
き お う さ い

桜祭
in 身延中学校

同点１位

生徒会スローガン　「繋げ」 統合10周年
記念ロゴマーク

・長縄　・三人四脚借り物競争　・綱引き　・全員リレー

・ポスター、陶芸等の展示　・学年発表　・吹奏楽部、文化部の発表

2025/ ９/14
に開催しました！

悪役俳優を父に持つ宗形家
娘の誕生日のバタバタした一日

１年生　「グッジョブ！」 ２年生　「夢を信じて」 ３年生　「夏休み」

合唱団が耳の聞こえない伴奏者の
件で衝突しながら「夢」に向かう

戦時下でありながら必死で夢を
追い続けた子どもたちの物語
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同点１位同点１位同点１位

PICK UP!

PICK UP!
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綱引き
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三人四脚借り物競争

全員リレー３年A組・３年 B組
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https://www.town.m
inobu.lg.jp/
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